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包摂す る過程 として捉えて きた。と こ ろが、個人の 思

惑や選択に着眼すると、開発と発展を是とする中央の

価値体系に追随しっ っ 、時代に応じた社会的地位の 上

昇を試みる人 々 の 生の あり方が 浮上す る。歴史的な開

拓移住 の 過程にみ る ように、「よ り よい 生活」 を求め

る人 々 にすれ ば、出家は社会移動 の 重要な手段 で あ り

続けて お り、仏教は多数派 の 社会へ の 参入 を媒介す る

もの となっ て い る。

　本発表で は、移動と入々 の 関わ りの 連鎖を生活保障

の 資源 と して きた実践を浮き彫 りにす るこ とで移動

に伴 っ て変容 し再編 されっ っ ある村落社会の様態を

明らかにするとともに、人 々 の 関わ りの 集積 として

「民族」 と 「地域」 を捉える視点に つ い て も言及 した

い
。

ジャ ワにおける再イス ラ
ー

ム 化と隣人間臨 儀礼

変化と女性の 役割を中心に

　　　　　　　　　　塩谷もも （東京外国語大学）

　本発表 は、ジ ャ ワに おける再 イス ラ
ー

ム 化 の ミ ク ロ

の レ ベ ル で の 進行を、儀礼変化 の 事例と女1生に 焦点を

当てなが ら考察す る こ とを 目的 とする。先行研究の な

かで、ジャ ワ におい て 、儀礼は隣人を中心とした人 々

の 結びつ きを考察するの に有効な対象 とされて きた。

ジャ ワ の 儀礼は、先行研究で関心を集めて きた 共食儀

礼クン ドゥ リ （ス ラマ タン ）に代表されるように、男

性 は儺 Lの 場、女睦は儀礼準備に参力［け る とい う分業

が明確 で、儀礼の場に注 目した分析がなされて きた。

しか しなが ら、儀礼を通じた人々 の っ なが りを考察す

る際 に は
、 儀礼準備の 場も含め た より広い 視点で儀礼

を考察する必要があ る と考えられる。その ため、本発

表で は中部ジ ャ ワの ソロ 市郊外に位置する
一

町内会

を対象として 、準備の場も含め て儀礼 の 考察を行 う。

　調査地は、ム ス リム が圧倒的多数を占めるが、イス

ラ
ーム の 「派」 による違い、薪住民と旧住民の 違い が

存在 してお り、また モ ス ク ご との 特徴もある 。
こ こで

特に再イ ス ラ
ーム化 の 流れを促進して い る の は、中東

に留学経験 の ある新住民の 男性、彼 を支持する現在の

町 内会長な どで ある。彼らが 主張す る宗教実践に 関す

る主張は男性問で反発を招き、時に直接的な衝突が お

こ る こ ともある。 再イ ス ラ
ーム化 の 影響は誕生 ・結

婚 ・死 を中心 とする人生儀礼 の 場にも及び、非イス ラ

ー
ム的とされ る要素が排除され、新 た に イ ス ラ

ー
ム 的

とされ る要素が付け加 え られる と い う現象が 起 こ っ

て い る。実際の 儀礼で は、2 っ の 要素が 混ざ り合 っ た

状態 で 行われて い るが、中で も位置づけが複雑なの は

死後儀礼である。 本発表で は、地域単位 で 行われる死

後儀礼サ ドラナン を事例と して と りあげる。

　サドラナ ン は、断食月前にモ ス クを会場として隣組

単位で行われるもの で 、 祖先に祈りを捧げることが目

的で、男性の みが参加する。
2007 年 と 2003 年に観察

した儀礼、さらに 2003年以前の 同儀礼を聞き取りに

基づい て 比較する こ とで、儀礼変化 とそ の 背景につ い

て考察を行 う。
こ の 儀礼はイ ス ラ

ーム の教えに基づ か

ない とされ る こ と、また参加者の 中で多数派で あ っ た

年長者たちが 亡くなるこ とで 、 参加者が減少傾向にあ

る。饒礼の中で 行われ る宗教講話 で は、こ の 儀礼が 非

イ ス ラ
ーム的でない こ とが 強調され、形式も非イ ス ラ

ーム 的な要素とされ る共食儀礼ク ン ドゥ リ、供物の 意

味をもつ 料理 が省略されるように変化 して きて い る 。

　
一
方、儀礼 の 準備を担当す る調査地 の 女性たちは、

宗教講話会に積極的に 参加する、髪をス カー
フ で覆い

イス ラ
ー

ム 服を着用する人が増加するなど、一
見す る

と再イス ラ
ーム化 とつ なが りの 強い 存在で あ る。儀礼

の 準備を行 う女性たちは、非イス ラ
ーム 的とされる供

物の 意味を持つ 料理 の 組み合わせを別 の もの に代 え

るなど、再イ ス ラ
ー

ム 化の流れと折り合い をっ けなが

ら、儀礼 との つ なが りを保 っ て い る。こ の ように再イ

ス ラ
ーム化の 現象に対 し、女性はより柔軟 に対処 して

い ると考えられ る 。

イ ン ドネシア政変過程における合意形成

　　　　　　　　　　　　　増原綾子 （東京大学）

　本報告で は、1998 年 5 月に起きたイ ン ドネシア 政

変におい て 「改革 」 （Refommasi）とス ノ〉 レ ト大統領の

即時退任 をめ ぐり、改革勢力 と体制内グル
ー

プと の間

で 行わ れた合意形成の 過程を説明 す る 。

　政変につ い て は、通説で はこ れまで 権力闘争の 側面

が もっ ぱ ら注目されて きた
、 すなわち 、 改革勢力と政

府との 対峙や、国軍内部 の ライバ ル 関係などで ある。

政変過程に おい て こ うした権力闘争の 側面は決 して
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